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　近年南方材の輸入が多くなり，その重要性がますます増大している。これら南方材には種類が
極めて多く，特徴的な性質をもっているものが少なくないといわれている。しかしこれらの性状
に関する試験研究は数少なく，これら輸入材の有効活用を計るには，色々の面の基礎データーが
必要であることは論をまたない。
　本報では，日本に輸入されている南方材のなかから主要なものごく一部を選び出し，その溶剤
抽出物の特性を簡単に調べた結果を報告する。

　1，試験方法
 （1），供試材，輸入南方材のなかから次の11種を選び
使用した。

けはソックスレー抽出器により約8時間処理した。

　2，試験結果および考察

 （1）,抽出量について，各樹種の各種溶剤による抽出

結果を第1図に示す。各溶剤に附記した透電恒数は，

溶剤の極性を示す代表的な値であり，溶解する物質の

質的な差違を知る一応の目安となる。物質の溶解は，

このほか化学的性質の近似性および溶媒和の現象等に

よって定まるといわれる。

　抽出量は，全般的について，有機溶剤の極性の大き

いものから小さくなるに従って減少し，ベンゼンおよ

び石油ベンジン等極性の小さいものでは抽出量が殆ん

ど認められない程のものがあった。しかし極性にかか

わらず比較的多い抽出量を示したのはメランティーお

よびクルウィンである。この傾向はゴム質の多いチー

ク材についてもみられることであり1），一般に炭化水

素類，油脂分，精油分を含むからと思われる。また，

バクチカン(1),アピトン，タンギール等は溶剤極性に

よって抽出量はあまり変らなかったが，前二者より少

なくさらにホワイトラワン，バクチカン(2)は有機溶剤

全般について抽出量は少なかった。

　冷水抽出量は油分の多いメランティー，クルウイン

等で比較的少なく，メタノール等による極性抽出量だ

けの多いものが割と多い値を示した。1％苛性ソーダ

抽出量は，メランティーを除きすべて有機溶剤による

ものよりも多かった。

 （2）,定性試験，第1表は冷水抽出物の色調およびそ

 （2）,溶剤，10種の有機溶剤を用い極性の大きいもの

から小さなものにわたるように選定した。極性の大き

いものから順に記すと，メタノール，アセトン，メチ

ルエチルケトン，酢酸エチル，クロロホルム，エーテ

ル，ベンゼン，石油ベンジンでこのほか比較のため一

般木材分析に用いられる溶剤のアルコールベンゾール

混液，1％苛性ソーダ溶液および水を用いた。

 （3），実験方法，Sanderman1）らが採用した簡単な法

に準じて行なった。すなわち供試材をウイレーミルに

より，その大部分が20メッシュを通過するように粉砕

し，この木粉3grを50mlの各溶媒とともに100ml共

栓三角フラスコに入れ室温で撹拝した。1時間後，溶

液を1G3ガラスフィルターを用いて減圧冷過し，使

用溶剤によって充分洗条して乾燥後秤量し，その減量

により抽出量を算出した。なおアルベンによる抽出だ
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第1表　冷　水　抽　出　物　の　呈　色　試　験

　　　　　　　　　　　　　沈，沈澱の生成したもの
発色により推定される物質
　　1％FeCl3反応．　フェノール，フェノールカルボン酸，フラボン，タンニン
　　Fehling反応．　単糖，アルデヒド，ピレトリン，還元性物質
　　5％AIcoholicAgNO3．　有機酸
　  10％NaOH反応．フェノール，オキジキノン類，フラボノール，クルクミン，シャルコン
　　Conc H2SO4反応．　アセボトキシン，サポニン，アルカロイド

　　　　　　　　　　　　　　第2表1％　NaOH　抽　出　量　お　よ　び　糖

*　％は対試料を表す
　　　還元性物質はブドウ糖として計算

第3表　ア　ル  ベ　ン  抽  出  物  の  ペ  ー  パ　ー  ク　ロ　マ  ト

標品．S．A．－シリンガ酸　V．A．－バニリン酸　P．H．A．－パラオキシ安息香酸
色．Y＋O．黄橙色　　Y．黄色　　0．橙色　　P．桃色　　Pu．紫色
*1．同じRfで色の異なるもの
*2．Rfがながい
*3．Rfが0.68～0.91の間にテーリングしている
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の一般検索法の定性的な呈色試験結果を発色の濃淡に

より＋で示したものである。呈色反応ではラミン，カ

ポール，マンガシノロ，マトアが1％塩化第二鉄反

応，フェーリング反応，濃硫酸反応で非常に鮮明な発

色を示した。これらの抽出物中にはフェノールカルボ

ン酸，フラボン，タンニン，単糖，還元性物質，アポ

ニン，アルカロイド，フラボノールオキシキノン類等

多種の成分が含まれると思われる。一般に抽出量の多

いほど呈色反応は鮮明なものを与えた。

第2図　メタノール抽出物の紫外吸収スペクトル

　第2表は，1％苛性ソーダ抽
出量およびその糖含量を示した
ものである。抽出物中の糖はカ

ポールが最も多く，ホワイトラ
ワン，バクチカン，アピトン，
ラミン等が少なかった。これら

糖類についてペーパークロマト
による試験を行なったが，単糖
類の同定は出来なかった。

　第3表は，アルペン抽出物の
フェノール成分のペーパークロ
マト試験結果である。抽出物を

ミクロ試験管にとりエーテルを
加えて溶解し，F－L系一次元
下降法，GemⅡにて行なった。

浸漬液ホルムアミド/エチルア
セトン（20：80）に15分処理
し，展開液キシレン/メチルエ

チルケトン/ホルムアミド（25
：25：1）にて約4時間展開し 第3図　アルコールベンゾール抽出物の赤外吸収スペクトル

ジアゾ化スルファニル酸を2％炭酸ソーダに溶解した

液を噴霧発色させた。全樹種に数ヶのスポットが認め

られ，なかでもバクチカン①，クルウイン，マンガシ

ノロ等は比較的鮮明なスポットを与えた。その結果，

シリンガ酸，バニリン酸，パラオキシ安息香酸等が確

認され，またフェルリン酸と思われる2）スポットもあ

った。

　第2図は，メタノール抽出物のエタノール可溶部に

ついての代表的な紫外吸収スペクトル線図である。日

立EPS－2型，自記分光光度計を用い波長220～340mμ

の吸収を測定した。スペクトルは，おおよそ三大別で

きた。すなわち波長255～256mμに極大吸収のみられ

　第4表　赤外吸収スペクトルの分類

*数値はアルベン抽出量（％）を示す
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るもの（カポール），280mμ近辺にわずかな吸収がみ
られるもの（ラミン，メランティー，およびバクチカ
ン（1）），とくに吸収ピークの認められないもの（アピ
トン，タンギール，クルウイン，バクチカン（2），マン
ガシノロ，マトア，およびホワイトラワン）等であ
る。
　第3図は，アルベン抽出物の赤外吸収スペクトルを
図示したものである。日立EPI－G型分光光度計を用
いKBr法により測定を行なった。これらの吸収は樹種
により種々の吸収曲線を示す。主要な吸収は波数3300
～3400，cm－1，2900～2800cm－1 1700cm－1近辺，
1510cm－1近辺1460cm－1近辺等に存在し，リグニン
の吸収スペクトル3）にみられる主要吸収とほぼ一致し
た波数に見られるものが多かった。しかし，リグニン
の吸収に比較すると，一般に吸収がシャープであり，
また個々の吸収の相対的な吸収強度比は異なってい
た。
　これら吸収スペクトルをリグニンの吸収スペクトル
の分類3）に用いられているN形（波数1600，1510，1460
cm－1の3吸収点のなす角が下向の場合，針葉樹形）
およびL形（3点のなす角が上向の場合，広葉樹形）
とに分類してみた。N形を示したのはラミン，マンガ
シノロで他はL形となった。これを第4表に示す。L
形のうちメランティー，クルウイン，およびマトアは
1510cm－1の吸収が極端に少さく，抽出量が比較的多

い。またこれらは，2900～2800cm－1（脂肪族化合物

吸収）および1700～1740cm－1（カルボニル化合物の

吸収）が強く，3350～3400cm－1（水酸基の吸収）はマ

トア以外弱いところから，カルボニル基を含んだ脂肪

族系の含有量が高いものと推定される。そのほか，カ

ポール（L形）は3550，3480cm－1に遊離の水酸基とみ

られるシャープな吸収があり，またマンガシノロは

1700cm－1の吸収は非常に弱く他のものと比べて特異

であった。

　3，おわりに

　以上南方材について各種溶剤による抽出量を求める

とともに二三の抽出成分について報告した。抽出成分

は一般にその構造が複雑で数多くの種類の物質が含ま

れていることが多く，また樹種により特徴的な成分を

持っている場合が多い。これらの構成成分について詳

細な検討を加えることは興味深いことであるがあまり

に専門的になりまた多くの日時と努力を要することで

ある。
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